
２００5 年度西地区部会研究会第１回運営委員会議事録 
 
日 時：２００4 年１０月２６日（火）１３：３０～１６：００ 
会 場：日本福祉大学 美浜キャンパス 研究本館２階 特別会議室 
出 席：南山大学（委員長校・部会長校）  課 長   栗山義久 
    中京大学（東海地区研究会幹事校） 事務室長 中河原省三 
    大谷大学（2004 年度当番校）    図書・博物館課長 金厚志 

日本福祉大学（当番校）            図書館長 勅使千鶴 
                           課  長   岡崎佳子 
                     課  員  石川宗臣 
    ４校 ６名 
 
議 事：２００５年度西地区部会研究会の運営について 
１．開催日時・会場について 
 開催日時および会場について、次のとおりとした。 
 
     日 時：２００５年 ９月 ３０日（金） １０：００－ 
        会 場：日本福祉大学 美浜キャンパス 文化ホール 
 
２．メインテーマについて 
 研究会当番校から提案されたテーマ（案）・主旨について協議し、テーマについて承認し

た。主旨説明、事例については、具体的に伝わりやすい文面に当番校でさらに手を加え、

メールで確認することとした。 
 
    メインテーマ：「大学図書館ユニバーサル化時代への展望」 
    主 旨：「障害、障害者」という狭義の概念ではなく、能力の程度にかかわらず誰

にでもよりよいものを具体的に示すというより広がりをもった概念として

最近「ユニバーサル」という言葉がよく使われるようになった。（「ユニバ

ーサルデザイン」「ユニバーサルサービス」「ユニバーサル社会」など） 
大学図書館がユニバーサル化を目指すことは、公的な機関としての使命と

合わせて、大学図書館の活性化に向けた改革の戦略として重要な視点と考

える。 
      テーマに沿った研究報告の事例  

・障害者・留学生へのサービス 
・ 利用者教育の先進的な取り組み （情報リテラシ－格差の解消） 
・ポータル・パスファインダーなど（アクセシブルなコンテンツ） 

 
３．研究会の構成・時間配分について 
 研究会の構成・時間配分について、概ね次のおりとした。研究発表の応募件数を待って

詳細を決定する。 
 
    開会・挨拶     １０：００～ 

講 演（１題）   １０：２０～ 
昼食・見学     １１：３０～ 
研究発表（３～４件）１３：００～ 

   閉 会       １６：３０（or１７：００）頃 
 
４．講演者の人選について 
 日本福祉大学の先生にテーマ「ユニバーサル化時代への展望」に関わる講演を依頼する

 1



こととした。 
 
（１）講師依頼 当番校より。 
（２）講師謝礼について 

    原則として部会当番校交付金でまかなう（不足する場合は、部会長校が部会活動

費から支出）。 
 （３）会報への掲載 
    講演依頼時には、予め了解を得ておく。テープ起しを行い、講演者に確認。 
 
５．研究発表者の人選について 
 例年通り各地区理事校に推薦（できるだけ各地区より１名の発表者）をお願いするが、

並行してテーマに係わる事例について情報収集を行い個別に依頼することとした。 
 
 （１）各地区協議会への依頼について 

１）人 選 の 対 象        ： 
      ・５地区協議会理事校に推薦をお願いする。 

・１件を複数の者（学内者、他大学関係者等との共同）で担当することは差

し支えない。他地区、協会以外の者との共同も差し支えない。 
２）推 薦 依 頼：部会長校から各地区協議会理事校に対して正式に研究発表者の

推 薦 依 頼 を 行 い 、 各 地 区 協 議 会 理 事 校 は 各 加 盟 館        

長に、研究発表者の推薦をお願いする。 
        ３）研 究 発 表 件 数        ：最終的には、研究発表者３～４件の決定を行う。 
    ４）人 選 締 切 日        ：２００５年１月１４日（金） 
    ５）研究発表推薦者が少ない場合は、運営委員校で対策を検討する。 
        
 （２）会報原稿執筆について 
    ・研究発表の内容は、会報に掲載する。 
    ・原稿依頼は研究会終了後、部会長校から文書で行う。 
    ・２００３年度より一件１万円を原稿料･資料代として渡すこととなった。この経

費は、部会長校が所管する部会活動費から支出する（研究会当日に処理）。 
  
６．参加費、業者展示ほか 
（１）参加費 
  3,000 円を目安に今年度の執行状況ならびに参加費から支出される費目等について

確認後、決定する。 
   研究発表者からは参加費を徴収しない。 
 （２）業者展示 
     実施しない。 
 
７．今後のスケジュール・作業について 
 以下の今後のスケジュールおよび作業について確認した。 
 
（１）研究発表者の推薦依頼：部会長校 

・ 部会長校から各地区協議会理事校に対して正式に研究発表者の推薦依頼を行い、    

各地区協議会理事校は各加盟館長に、研究発表者の推薦をお願いする。 
      研究発表者の推薦締め切り：２００５年１月１４日（金） 
 
（２）開催要領（案）の作成 

当番校が、講演ならびに推薦のあった研究発表をもとに開催要領（案）を作成し、
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運営委員校の確認を得る。必要により第２回運営委員会を開催する。 
 
（３）２００４年度西地区部会第３回役員会（２００５年３月４日開催） 

    当番校の出席はないため、部会長校より開催要領（案）の説明と提案を行う。 
   開催要領（案）了承後、４月に新部会長校から研究発表者に委嘱状、所属図書館

長に派遣依頼状を送付する。 
 
（４）２００５年度西地区部会第１回役員会（総会前日２００５年６月１６日） 
   当番校より、開催要領（案）を提案し、承認を得る。 

 
（５）２００５年総会（２００５年６月１７日）‥沖縄国際大学 

    当番校より、開催要領（案）を提案し、承認を得る。 
   ※運営委員会の確認事項は、総会までは原案として取り扱う。 

 
（６）研究会開催通知発送：当番校 

    研究会開催通知は総会後に当番校より発送する。出欠席表（欠席校も提出）を付

す。宛名シール（あるいは住所データ）は、部会長校より当番校に渡す。その時

点の西地区部会加盟校（総会で承認予定の新規加盟校を含む）。 
 
（７）レジュメほか 

部会長校から、研究発表者のレジメ・研究申込書を当番校へ（８月）。当番校は研

究会資料作成、発表に必要な機器等確認。 
 
８．その他 
 台風等の災害対策について協議した。 
   当日早朝に警報が出ていたら、中止とする。ただし、前泊者も多数予想されるので、

台風襲来が想定される場合は、数日前に各地区理事校を通じて参加者にメールで周

知させる等、広報を徹底させる必要がある。 
以 上 
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西地区部会研究会スケジュール 
 

2004.10.26. 
事    項 2004 年度研究会 2005 年度研究会 担    当 

第１回運営委員会案内 2003 年９月 3 日 2004 年 8 月 25 日 部会長校 
  ⇒運営委員校 

第１回運営委員会 2003 年 10 月 7 日 2004 年 10 月 26 日 部会長校 
研究発表者の募集依頼 2003 年 10 月 2004 年 11 月  日 部会長校 

 ⇒各地区理事校 
応募   各地区加盟館 

 ⇒各地区理事校 
研究発表者推薦締切 2004 年 1 月 24 日 2005 年 1 月 14 日 

 
各地区理事校 
 ⇒部会長校 

第２回運営委員会 なし  部会長校 
 ⇒運営委員校 

西地区部会第３回役員会 
 中間報告 

2004 年３月 5 日 2005 年３月 4 日 部会長校説明 

研究発表者派遣依頼等 
 ＊レジュメ提出期限 

2004 年 3 月 
2004 年８月 23 日 

2005 年 4 月 5 日 
2005 年 8 月 1 日 

（次期）部会長校 
 ⇒研究発表者、館長 

西地区部会第１回役員会 
 協議：開催要領 

2004 年６月 10 日 2005 年 6 月 16 日 部会長校 
当番校説明 

西地区部会総会 
 協議：開催要領 

2004 年６月 11 日 2005 年 6 月 17 日 当番校説明 

研究会開催案内 
＊参加申込期限 
＊参加費振込期限 

2004 年 7 月  1 日 
2004 年 7 月 30 日 
2004 年 8 月 31 日 

2005 年 7 月 １日 
2005 年 7 月 30 日 
2005 年 8 月 31 日 

当番校 
 ⇒加盟館 

西地区部会第２回役員会 
  協議：開催運営 

2004 年 10 月 8 日 2005 年 9 月 29 日 部会長校 
当番校説明 

研究会 2004 年 10 月 9 日 2005 年 9 月 30 日 当番校 
講演原稿作成 
（テープ起こし） 

2004 年度研究会以降 2005 年度研究会以降 
2006 年 12 月 20 日 

当番校 
 ⇒講演者確認 

研究発表原稿依頼 2004 年 10 月 18 日   2005 年 10 月 12 日  部会長校 
 ⇒研究発表者 

講演・研究発表原稿 
取りまとめ 

2005 年 1 月 31 日 2006 年 1 月 31 日 部会長校 
 ⇒協会報編集委員校 

 
 


